
新年度を迎えるにあたって

（寸感 1ツ 2ツ）

行事も新年度、一息つく間志位〈スカウトの道を歩きづめに歩いて来まし

た。そして文本年も歩み続けようとしています．新らしいスカウトを迎え、またそれぞれ上進

し、健やかI.I歩そもって、それぞれのC父兄とスカウトの合作の上に団は成長しております。ま・ζ と

有難い乙とと存じます。

スカウトが健やかは道を歩み続け、そして成長し、その人生の歩む道を異にしても、いつしか年を重

ね白髪を頭にする頃、再び相会する時、ゐ、ゐの時はと、手を取り合える暖い団、友情深い団に育つ

って欲しいその土療が、いつしか培かわれている ζ とに気付いた時、嬉びをしみじみかみしめたζ

とでc~·います。スカウト活動にあっては、 色々の問題提起がとざいますが、 それ乙そスカウト成長
えのl遂とはるものでございます。本年も又、乙うした盗勢を暖く見守フて、本年度の団活動のために

向かとよろしくとお願い申しあげるこ とでとざいます。

スカウ卜にあっては、私の隊長の頃とその時代背景そ異にするとは言へ、その社会の中にゐって、

生きているという現実の中で、自身色々の不安や矛盾に過っています。又私達大人にあっても、乙り

近代社会の中で同織であると言つでも過言ではいと存じます。さうした時代背景をふまえての教育指

導とも信れば、自信I.Iど持てないものとfのでしょう。 く人聞が人間として真実に生きて行〈道とは

何はのだろ告か〉くど乙で成りたつのか〉思えば本当に難かしい乙とはのでしょう。 もし、伺かに

依存して幸福にはろうとか、よく生き織と欲する限り、本当に生きる という ζ とを失ってしまう乙

とにI.Iるのでしょう。

B-Pが Scouting そ創めるにあたり、南阿のズールスの民族の中から人間生活の基本を見、ス

カウト訓育を組立てた乙とに思い令いたしますとき、その副｜｜育の方法、又、そのプロセスにあって、

原初は禁止的信乙とや、義務付ける外からの規制から、自然に依っておいても 、 出来る人間性~o
主体的、実践的であって、内容的に知識ではないく智慧〉を身につけて行く乙とが出来るスカウトの

姿がスカウト訓育の究阪であろかと存じます。その乙とlまくらかい＞1とも、段后のメツセジに も明ら

かえf乙とでとざいます。

さうした願いを持ったスカウテイング、，...その方法をマスターしていただくためにリ ーグーに研

修所入所が強く要望されます。その時、入所前と入所後の私自身に何が起きたかち又起き I.Iかったか

乙れが非常に大切な乙となのですが、概念でとらえ、 言葉でとらえる、そういう形である限り本当の

スカウト活動にはらえよいという ζとがとざいます。 主うした厳しきが外からでははく内面に強〈要望

されますのがスカウテイングI.Iのです。従って何が起るかとは・・・・・・く変る＞とし、う ζ とはのでしょ

う。よくわかれば変る・・・・変れば動きがめるという乙と、乙うした歩みがスカウトにめつでも同じζ

となのです

さうした意味からではありませんが、一度原点から見てカピング、ス：カウトキャンプのめ り方にまえf

ζ 令聞いて見定めて欲しいと思います。世俗的であり過ぎはいだろうか問題提起をいたします。

団の歩みが休みはく続けられている乙と、スカウトと育成会の合作の広場く図〉を より暖く、より堅

実にお育て下さいました皆々線に深〈感謝申しゐげる乙とでc~’います。
小 川玄諦

日本ボーイスカウト京都連盟

尽 都第 38団育成

年次総会 資料

IQ82 
昭和 57 年 10 月 16 日住〉

於 長休寺本堂

-A 
~ 



年次総会次第および議案

開 会 式

1, 閉式のととば

2，国旗儀礼

3，讃歌 「衆会」

4，礼 拝

5. 育成会長挨拶

6. 閉式のζとば

会議

1, 団委員長挨拶

2，議長・副議長の選出

3, 議長挨拶

4, 記録係の任命
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4. 昭和5詐度団委員並びK役務分担承認。

5, 昭和5も年度各隊指導者選任報告。

6. 昭和四年度活動計画Kついて。

7，昭和5~存度収支予算tてついて。

8, その他。

閉 会 式

1, 閉式のととば

2, 小川顧問の話し

3, 讃歌 「四弘誓願」

4，礼鐸

5，国旗儀礼

6, 閉式のととば
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昭和 56年度団委員会開催記録 S56, 10, 6，～ 557,9,14, 

生L旦民支呈~－－－＇.！.！＂~＿6_:包試日~一世L含:!:J__ ！.＇：二.：2.5..！ι：公一一一一一一一一一一

第2回団委員会 昭和56年11月10鴎劫定例於ノ、ゥスホールっ

出席者一西村，河原，橘．事門，西脇，官本。田井申，下坂，松本側．五十嵐，黒官＇ -l、島，山川

南部，石田，高橋，末吉，山内。 ( 18名） 出席率75%

・ー一笠原玄二町二生相.！：：：.：主主：互自j主：＿！~I ：＿＇.~＇壬..!: .. '::Iよaた今畏いー…ーー…ー悶F 福山｝一一

可司

｜ハ「OQハATIO門
Q）う6
QOVtQ 

旬間幸信同和56明言 19・ω～2210 於ハウス長休ホール定例昭和56年12月8日内第 5回国委員会
¥ll'6'2.( a,（ュー向う.／of'-

下坂，原因，小島．黒宮，西脇，永田，山JII，高橋，宮本，五十嵐，申川出席者ー西村，河原，

、

出席率 70.8言語

欠席者ー届出有一多門，末吉，橘，回井中，松本（昇）。届出無松本（敬），石因。

第 4回団委員会 昭和57年 2月9目的定例於ハウス長休ホール 19:40～22:00

出席者一西村，申川，下坂，松永，橘，田井申，高橋．山川，黒官．五十嵐，末吉．小111，山内。
( IS名 ) 54.2手掛

欠席者一届出有ー西脇，多門，小島，宮本，南部。

届出無ー河原，永田．原因，石田．松本（敬），松本（界）。

於ハウス長休ホール 19. 50～21 : 30 

南部，小川，松永，山内。（ I 7名）
1主.＼＼1'¥11:事乞ムラ吉弘幸ら旨

／

l

i

l

i－

－

 

定例

出席者西村，中川，河原，黒宮，山川，五十嵐，南部，西脇，高橋，回井中，永田，下原，小川，

末吉，山内 (15名） 63% 
以蹴，，〆淵＂＇＂閣時，，，.拙ノグ甜湘拙／〆＂＂＇・拙，，，.開ノ〆＇・＂＇＂〆，，.雌蹴拙甜／グノグ Y/S:Y//.7H.甜蹴甜拙ノグノググ〆拙蹴雌蹴拙拙四Y//.'l//.Y/.
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昭和57年 3月8日（月〕第5園田委員会

19 40～21・30
出席者西村，中川，河原，山Jil，宮本，南部，松本（敬〕，西脇，多M，田井中，石田 t 下坂，

五十嵐，高橋，永田，小川，末吉，山内 (18名） 75第

欠席者届出有松永，黒宮，橘 届出無松本昇，小島．原田

於ハウス長休ホーノレ定例昭和57年 4月13日（火）第6回団委員会

第7回国委員会 昭和57年 5月11日（火）定例於ハウス長休ホール

出席者川西村，河原．黒1宮，橘，山川，高橋，田井申，西脇，宮本．多門，五十嵐，下坂，永田．

南部，小川， UJ内，（ 16名） 6 7勉

19 40～21 so 

届出無申川．小島．原田．松永，石田．松本（敬）．松本（昇）欠席者ー届出有u 末吉，

第8回国委員会 昭和57年 6月8日（火）定例於ハウス長休ホル

出席者 西村，中川，末吉．宮本，河原，西脇．松本（敬），山川．五十嵐，下坂，高橋．南部．

原因，小川，山内（ 15名） 6 s勉

19. 40～22・。。

第 9園田委員会 開和57年7月IS目的定例於ハウス長休ホール 19: 45～22: to 

出席者＝西村，河原，五十嵐，山111，西脇，原因，田井中，高橋，石田，下坂，永田，末吉，中川

橋．小川，山内， (16名） 『7%

第 10回団委員会

出席者＝西村，河原．中川．高橋，田井申，松永，南部．黒宮，五十嵐，酋脇，山川，下坂，永田

松本（敬），小川，末吉，山内 ( 17名）

…… 第 11園田委員会（新｜日合同〕昭和57年9月14目的於ハウス長休ホール 19: 10～22：却

出席者＝西村，中Ill.多M，橘．黒宮，原田．西脇，高橋，宮本，下坂，小川！，末吉，山内，宮谷

小林，福永．隅回，西田，桂．南部，以上20名内旧委員ts名出席（ 54帰）

欠席者＝松本（敬），石田，山JII （連絡有） ． 
－~ー

18 :45～19 00 

… 
71勉

… 
神田於定例昭和57年8月so日伺）
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研修報告、句、7ドル湖修削S課程周防繍修了中宙滞氏説議主語9-

e国会意義（田内藤長、副長谷主義一当gτiま副長補る参移τ‘きる〉の活用をさらに

勅。一一瞬賊は各署長スカヴトへの竣跡について西端的吃のエー
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（ ）は総会当日選出する役務であるが、

ここでは団委員会での推薦者として載せた。

役務分

（名誉会員）
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（育成会長）中

団 委員長西

副団委員長声］

Cトー財政担当委員

(1) 団の資産を管理。

(2）団 各隊の年間計画K基づく、年間収支干算の作成会よび決算報告。

(3）育成会K対し財政的協力を求める。
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仔一進歩担当委員

( 1) スカウトの進歩章獲得Kついて激励を行い認証を与える業務。

(2）技能章の考査Kついて便宜をはかる。

(3) ちかい、上進、進級の各式典が行われるよう協力する。

0一一健康・安全担当委員（健安

(1）集会場の管理。事故防止。キャンフ’場実地踏査K参加協力。

(2) スカウト保険加入継続手続等、スカウ卜保険担当。

(3) 日赤救急法講習会の案内・手続。

Cトー組織拡張担当委員（組拡）

(1）新入隊募集の窓口。入隊申込案内、入隊説明会開催準備。

(2) 日本連盟年次登録業務を行う。休隊・退団の窓口。

(3）団委員会の会合の設営、出欠管理。会議の記録。団報の製作発行。

Cト一指導者養成担当委員（指萎）

(1) 各隊指導者の選任Kついて打診等事前調整。

(2）各種研修、講習会、研修所、実修所等の受講、入所を優助奨励。

＼と） 後継者の発掘。（4) 苦情受付窓
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(1) 団の各行事プログラムの立案、なよび資材調達。

(2）各隊のキヤンピング適地を選定し実地踏査を行う。

(3）各隊活動で必要在場合、育成会の協力を求める。

(4）備品リストを管理し、各隊管理団備品をテエックする。
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各隊指導者

カブスカウト隊 ボ イスカウト隊 Lノニアスカウ卜隊 ロ←パースカウト隊

隊長山川 勝也 隊長西村浩行 隊長本多震樹 隊長大薮俊一

副長榎本信也 副長中西 ’ご全悶乞 副長河原 昌 史 副長鶴田 茂一

副長 石原 幸一良 副長入矢徹 雄 ' 山川 譲 副長中村三之助

副長福永 裕子 副長補吹田 元路 ’， 南 部忠之 ' 服 部 圭 佐

副長補井上久美
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